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社　会　科　　　　第４学年  

《教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成》 

○　学習の基盤となる資質・能力の育成について 

　・情報活用能力の育成 

　　児童一人一人が表や写真など資料から読み取った情報を根拠に自分の考えをもち、そ 

　の考えを発信していくことをめざして授業を進めていく。本実践の目的を達成するため 

　に、ＩＣＴを用いて具体的な事象を捉えやすくしたり、ワークシートを工夫して自分の

  考えを書くことへの抵抗感をなくしていったりすることで、児童一人一人が自分の考え

　を表現できるように学習を進めていく。 

　・情報活用能力の育成 

　　社会科における千葉県の農業に関する学習と、総合的な学習の時間における地域の農 

　業に関する学習の中で、それぞれの農業の類似点と相違点を関連付けて指導計画を作成 

　する。その学習を通して、千葉県と地域の農業の特徴やよさに対する理解を深めていく。

 

１　単元名「千葉県の農業」 　 

 

 

２　単元の目標                 

○香取市の米づくりについて、グラフなどの統計資料や調査活動を通して、土地や気 

　候の特色を生かして米づくりが行われていることを理解する。　〈知識及び技能〉 

  ○香取市で米づくりが盛んになった理由について、地理的条件や人々の努力や工夫を 

　　結び付けて考え、考えたことを表現する。　　　　〈思考力、判断力、表現力等〉 

  ○香取市の米づくりについて、地理的条件や人々の工夫や努力について自分なりの課 

　　題をもち、主体的に調べようとする。　　　　　　〈学びに向かう力、人間性等〉 

 

 

３　 教科等横断的な視点を取り入れた授業実践について 

（１）単 元 で 育 て た い 力  

○身近な地域の農業と香取市の米づくりを比較しながら学習していくことで、千葉県を

代表する地域の米づくりで行っている工夫や努力を導き出すことができる。　　　　

【社会： 情 報 活 用 能 力 】 

 

 

教科等横断的な視点を取り入れた授業実践
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（２）教科等横断的な視点に立った育てたい力 

○身近な地域の農業と千葉県を代表する地域の米づくりについて比較しながら学習を進

めることで、地域の米づくりのよさや課題について考え、自分の言葉でまとめ、それ

を発信することができる。　　　　　　　　　　【総合的な学習の時間：言語能力】 

 

（３）共通の育てたい力  

○二つの地域の農業の相違点や共通点を見つける学習を通して、情報を整理したり情報

をもとに想像したりする資質・能力を身に付ける。　　　　【共通：情報活用能力】 

 

  社会科 総合的な学習の時間

  「香取市の米づくり」 「いすみ地いきの野菜づくり」

　県内の代表的な農業（香取市の米づ 　県内の他地域の農業生産の様子とい

くり）の様子について調べて、農業生 すみ地いきの有機野菜生産の比較や、

産はそれぞれの地域の土地や気候の特 体験活動・農業生産者との交流などを

色を生かして行われていることをまと 通して、有機野菜生産者の気持ちを共

めるとともに、農業が人々の生活や地 感的に捉えたり、郷土に対して興味・

域の発展に貢献していることについて 関心をもったりすることができる。

考えることができる。

 

（４）単元の評価規準

   知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む

態度

   ①資料の読み取りや体験活 ①身近な地域の農業と香取 ①香取市の米づくりについ

   　動などを通して、身近な 　市の米づくりとの相違点 　て、地理的条件と人々の

   　地域の農業と香取市の米 　や類似点をそれぞれの地 　工夫や努力とを関連付け

   　づくりの特徴を掴み、そ 　域の地理的特徴と関連付 　ながら主体的に調べよう

   　れぞれの地域の地理的条 　けながら考え整理してい 　としている。

  　件と関連付けながら農業 　る。 ②香取市の米づくりと比較

  　に取り組んでいることを 　しながら、身近な地域の

 　理解している。 　農業のＰＲの仕方を主体

 　的に考えようとしてい

　る。

 

 

４　 指導計画 

   備考

学　習　活　動 ★教科等横断的な学習 

★教科等横断的な学習活動 ◎記録に残す評価 
時
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□学習状況の確認

  □知識・技能

  　いすみ地いきの農業にはどんなとく 　資料をもとに、身近な地域の農業

  しょくがあるのだろうか。 　の様子を理解することができる。

  　①【記述分析】

　自分たちが住んでいる周辺の農業の様子

を調べ、有機農業と身近な地域の農業に興

味をもつ。　　　　　　　　　【見いだす】 

　　　　　　　　　【総合的な学習の時間】

  □知識・技能

  　いすみ地いきで農業をしている人 　身近な地域の農業の特色や工夫、

  は、どんな工夫をしていて、どんな苦 　苦労について理解することができ

  労があるのだろうか。 　る。

  　①【記述・発言分析】

 　地域の有機農業に関わる人の話を聞き、

身近な地域の農業の特色やそれに携わって

いる人々の工夫や過疎を含めた苦労につい

 て話し合う。　　　　【自分で取り組む】

 　　　　　　　　　　　　【広げ深める】

　　　　　　　　【総合的な学習の時間】

  ◎思考・判断・表現

   　いすみ地いきの農業についてわかっ 　農家の方の話や調べたこと、話し

  たことや気づいたことをまとめよう。 　合ったことをもとに、身近な地域

  　の農業の特色や工夫、苦労につい

 　身近な地域の農業の特色や携わっている 　て具体的な言葉を用いて整理する

 人々の工夫や苦労についてワークシートに 　ことができる。

 まとめる。　　　　　　【まとめあげる】   ①【記述分析】

　　　　　　　　【総合的な学習の時間】

  □知識・技能

  　なぜ、香取市は米づくりがさかんな 　香取市が米づくりがさかんな理由

  のだろうか。　 　を、地図などの資料から読み取る

  １ 　ことができる。

　香取市が米づくりがさかんであることを 　①【発言・記述分析】

知り、盛んになった理由を地理的特徴から

導き出す。　　　　　　　　【見いだす】

  ◎知識・技能

 　香取市の米づくりをしている人は、 ★香取市の米づくりの様子や工夫、 

 どんな工夫をしてどんな苦労をしてき 　苦労してきたことなど理解するこ 

 たのだろうか。 　とができる。【情報活用能力】 

  ２ 　①【記述分析】
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 ３ ★身近な地域の学習した視点を生かして、

香取市の米づくりの土地の利用の仕方の工

夫や稲の育て方を調べ、調べたことをもと

に話し合う。【総合的な学習の時間】　　

 　　　　　　　　　　【自分で取り組む】

　　　　　　　　　　【広げ深める】

  □思考・判断・表現

  　香取市の米づくりについてわかった 　調べたこと、話し合ったことをも

  ことや気づいたことをまとめよう。 　とに、身近な地域の農業の特色や

  ４ 　工夫、苦労について具体的な言葉

 　香取市の米づくりの特徴を整理し、その 　を用いて整理することができる。

よさが伝わるようなワークシートにまとめ 　①【記述分析】

る。　　　　　　　　　【まとめあげる】

  ◎思考・判断・表現

 　いすみ地いきの農業と香取市の米づ ★これまでの学習をもとに、身近な 

 くりではどんなことがにていて、どん 　地域の農業と香取市の米づくりの 

 なちがいがあるのだろうか。 　類似点や相違点を話し合い、自分 

 ５ 　の言葉でまとめることができる。 

★香取市の地理的特徴を生かした米づくり   【情報活用能力】 

や生産性向上のための取組と、身近な地域   ①【記述分析】

の農業との類似点や相違点を話し合い、ま

とめる。【総合的な学習の時間】　　　　

　　　　　　　　　　　　【広げ深める】

  ◎主体的に学習に取り組む態度

 　いすみ地いきの農業をＰＲするには ★いすみ地いきの農業について、そ 

 どうしたらよいだろうか。 　のよさを考えながらＰＲすること 

　を意識してポスターづくりに取り 

★香取市の学習をもとに、地域性を生かし 　組んでいる。【情報活用能力】 

た身近な地域の農業のよさを話し合い、身 　①②【記述分析】 

近な地域の農業をＰＲするポスターを作成   

する。【社会】　　　　　【まとめあげる】 

　　　　　　　　【総合的な学習の時間】

  □思考・判断・表現

  　いすみ地いきの農業を３年生にわか 　相手を意識したわかりやすい表現

  りやすくせつ明しよう。 　で、身近な地域の農業について説

 　明することができる。

 　作成したポスターを使って、３年生に身 　①【発言分析】

 近な地域の農業について説明をする。

 　　　　　　　　　　　【まとめあげる】

　　　　　　　　【総合的な学習の時間】
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 ５　実践 

（１）目指す児童の姿 

　・学習の基盤となる資質・能力について 

　ア　情報活用能力の育成①（第２・３時） 

 　（ア）児童を見取る際の主なポイント

○資料から適切な情報を読み取ることができているか。（知識・技能） 

 ○資料から読み取ったことをもとに、米づくりがさかんな香取市ではどんな工夫をして

　いるのかを考えることができているか。（思考・判断・表現）

 

 　（イ）指導と評価の実際

   　①第２・３時の授業の概要

 　　　　地図や写真などの資料をもとに作業や土地の利用などの特徴を読み取った。その読み

 　　　取りをもとに、香取市で行っている米づくりの工夫を個々に考えた。グループでその考

 　　　えを共有したり新たな考えを導き出したりする活動を通して、児童が個々に米づくりが

 　　　盛んな理由を自分の言葉でまとめた。

　　②実際の児童の姿                                   　

 　　　○　「おおむね満足できる」状況と評価した例

 　　　　　機械を使うことによる効率化について言及

 　　　　しているので、Ｂ評価とした。

 

 

 

 　　　○　「十分満足できる」状況と評価した例

 　　　　　機械を使うことによる効率化とそれに伴う

 　　　　生産性の向上にまで言及できているので、Ａ

 　　　　評価とした。

 

 

 　　　○　「努力を要する」状況と評価した例

 　　　　　機械を使うことによる作業の効率化に気付

 　　　　くことができていないので、Ｃ評価とした。
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　イ　情報活用能力の育成②（第５時）                                              

　（ア）児童を見取る際の主なポイント                                                  

 

○資料から適切な情報を読み取ることができているか。（知識・技能） 

○資料から読み取ったことをもとに、いすみ地区の農業との比較をもとに香取市の米づ

　くりがさかんな理由を考えることができているか。（思考・判断・表現）

                                                                                     

　（イ）指導と評価の実際                                                              

  　①第５時の授業の概要                                                              

　　　　いすみ市の有機野菜づくりと香取市の米づくりの特徴を「工夫点」「地域との関わり」 

 　　　の視点で、最初に個人で既習事項を振り返り、それぞれの地域の特徴をワークシートに

 　　　書き込んだ。その後、個々の考えを付箋に書き、模造紙に貼ることで、意見の共有化を

　　　図り、友達の意見を参考にしながら自分の考えとしてまとめた。                     

                      

　　②実際の児童の姿                                                                  

　　　○　「おおむね満足できる」状況と評価した例                                      

　　　  　それぞれの地域での工夫や気候条件につ

い       て記載されているで、Ｂ評価とした。

　　　                                         

                                      

                                              

                                       

 

　　　○　「十分満足できる」状況と評価した例                                          

        　それぞれの地域での工夫や気候条件、更

        に土地の特徴を利用している点にまで触れ

       ることができているので、Ａ評価とした。  

                                              

                               

                                              

                                       

　　　○　「努力を要する」状況と評価した例                                           

         　それぞれの地域での工夫には触れている

         が、気候条件や土地の特徴に関連した工夫

         について書くことができていないので、Ｃ

　　　   評価とした。　                         
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（２）実践を終えて 

１　学習の基盤となる資質・能力の育成について 

 　　児童にとって資料を読み取ったり考察したりしやすいワークシートを作成すること

 　で、自分の考えを表現することを苦手としている児童を含め、全ての児童が写真からわ

 　かることを読み取り、ワークシートに書き込むことができた。また、写真に載っている

　事実から生産性の向上にまで目を向けられる児童も出てきたことは、資料を精選したこ

 　とや表記方法を工夫したことの大きな成果だったと思われる。

 　　同様に、ＩＣＴを活用して読み取ったこと、考えたことを書かせる活動の際、新型コ

 　ロナウイルス感染症予防の影響で対面での話合いができない中、お互いの意見を視覚的

 　に確認することができた。また、発言することに抵抗がある児童も、書き込むことで安

 　心して自分の考えを表現することができ、互いの考えを深める点でも効果的であった。

 

２　教科等横断的な視点に立った評価について 

 　　夷隅地区の農業と香取市の米づくりを並行して扱うことで、それぞれの地域の気候や

 　土地の特徴を生かした取組について、より深く理解することができた。

 　　例えば、身近な夷隅地区の有機農業の素晴らしさや工夫・努力について、他地域との

 　比較をもとに感じることができたことは、地元への愛を深めることにつながった。それ

 　によって、農村地区の過疎化という問題の解決にもつながっていくことを期待したい。

 　　また、社会科の学習の目標である「香取市の土地や気候の特色を生かした米づくり」

　について、単に「大きな川」「広い平野」などだけでなく、夷隅地区との原風景の違い 

 　などにも着目させながら、どれだけ広い平野が広がっているのか、川沿いの地域ならで

　はの工夫や苦労があることなど、より深く学ぶことにつながった。


